










要約 

これ迄に得た結果は以下の通りである。 

1，1,191 例の妊婦を対象とし,交通機関利用が妊娠,分娩,胎児に与える影響について検討

を加えた。 

2，切迫流早産,妊娠中毒症の発生頻度は交通機関利用群と対照(交通機関非利用,徒歩 30

分以内の妊婦)とで差はなかった。 

3，流早産の頻度は交通機関利用群と対照群とでは有意差はなかった。しかし,自動車利用

妊婦では早期産の増加傾向があった。 

4，分娩に関する項目では,@分娩誘発が交通機関利用群では対照群に比し有意の増加がみら

れた。b吸引・鉗子分娩及び骨盤位分娩が,交通機関利用群では対照群に比し有意の増加が

みられた。 

5，重症黄疸が交通機関利用群では対照群に比し有意の増加を示した。 

6，新生児の所見,経過,児の予後に関して上記重症黄疸以外,交通機関利用群と対照群とで

は有意差は認められなかった。 


